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【背景】 機能性色素の研究は日本で萌芽したエレクトロニクス材料を中心に、種々の工

業に利用されている。しかし、放射線化学の分野では本格的な利用には至っていない。

申請代表者らは新しいタイプのカラーフォーマーを種々合成してきた。これらはγ線照

射により着色して可視化する点で先端的である。 
 
【目的】 将来的に原子力関連施設での適用可能な、視覚や光学的な読み取り手段による

放射線の可視化への応用展開を前提とし、γ線照射により、これまでにない高感度の着

色反応を示す色素材料の実現を目指す。本研究は、有機合成化学、量子化学、物性物理

学の学際的研究として位置づけられる。 
 
【研究結果】 

①フェノキサジン系化合物 (1) 及びフェナジン系化合物 (2) による放射線検出用発色

材及び放射線検出用ラベルについて研究し、発明としての成果を特許申請した (特願 

2005-169055 2005年6月9日)。 

② 本発明の技術分野は、放射線に起因する化学反応を用いた色素化合物の色変化によ

る放射線の検出である。有機合成、有機材料化学の分野の機能性色素に関する分野と

いえる。本発明の機能性色素を用いて検出する γ 線に代表される放射線は、医療･工

業・農業など様々な産業分野で利用されている。 

③ 本発明品は、媒体に分散させる材料が単一の機能性色素で良いという点が多くの従

来品と異なる点である。さらに、γ 線の照射により、塩化水素などの有害物質が発生

しない点も多くの従来品と異なる。最近、下記 (2) 式において、－R5 に >NH基を含

むものが特に高感度であり、目視で識別できるγ線の検出限界が 1 Gy 以下であるこ

とを明らかにした。 
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【原子力分野への貢献】 高感度色素は、従来の計測器による表示に変わり、作業環境や

機器表面の目に見えないγ線の存在を可視化する画期的材料となり得る。放射線の存在

を、直接的に人の視覚に訴える事で、作業被ばくや危険の感知・回避に貢献するもので

あり、原子力施設のみならず、今後必要であろう原子力防災の普及ツールとしても有効

と考える。 


